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衆議院予算委員会ニュース 

平成 28.2.9 第 190回国会第 10号 

 

2月 9日（火）、第 10回の委員会が開かれました。 

 

１ 平成 28年度一般会計予算 

  平成 28年度特別会計予算 

  平成 28年度政府関係機関予算 

・麻生財務大臣、高市総務大臣、岩城法務大臣、塩崎厚生労働大臣、林経済産業大臣、丸川環境大臣、石破国務大臣

（地方創生担当）、政府参考人及び河戸会計検査院長に質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）  

緒 方 林太郎君（民維ク） 

・丸川環境大臣が２月７日の松本市内の講演で、除染の

基準を年間１ミリシーベルトとした当時の環境大臣の

判断について「何の科学的根拠もなく」と発言したと

報道されていることについて、その発言の根拠を伺い

たい。 

・ＴＰＰのＩＳＤＳ条項における仲裁裁判所が憲法の禁

じる特別裁判所に当たる可能性について、岩城法務大

臣の見解を伺いたい。 

・国内裁判所の一審や二審の判決後に、ＴＰＰのＩＳＤ

Ｓ条項における仲裁裁判所に訴訟を提起することは、

実質的に仲裁裁判所が特別裁判所の役割を果たすこと

になり、憲法上問題と考えるが、岩城法務大臣の見解

を伺いたい。 

 

玉 木 雄一郎君（民維ク） 

・憲法９条の改正に反対する内容の放送を繰り返した場

合、電波停止措置がとられる可能性があるのか、高市

総務大臣に伺いたい。 

・ＴＰＰ協定の知的財産章における損害賠償制度の内容

について、岩城法務大臣に伺いたい。 

・平成９年の最高裁判決によれば、ＴＰＰ協定において

採用することとされている将来の侵害を抑止すること

を目的とした損害賠償制度は、我が国では採用できな

いのではないか。 

 

落 合 貴 之君（民維ク） 

・国の収入支出のすべてを検査する旨を定めている憲法

第 90 条第１項に基づく会計検査院による検査の実施

状況について、河戸会計検査委員長に伺いたい。 

・検査対象文書に特定秘密が含まれる場合に検査に支障

をきたす可能性があるか、また、今後も会計検査院に

対して特定秘密であることを理由として、文書の提出

を拒むことがないことを確認したい。 

・被選挙権年齢の引下げについて、高市総務大臣の所見

を伺いたい。 

 

島 津 幸 広君（共産） 

・生計費の差に比べ、最低賃金の地域間格差が広がって

いる現状について、塩崎厚生労働大臣の見解を伺いた

い。 

・最低賃金の地域間格差が地方の人口流出の原因となっ

ていると考えるが、塩崎厚生労働大臣の見解を伺いた

い。 

・中小企業等への支援拡充と併せて、最低賃金を引き上

げるべきと考えるが、塩崎厚生労働大臣の見解を伺い

たい。 

 

木 下 智 彦君（おおさか） 

・現在政府において検討している中小企業版の「競争力

強化法」案の内容について、林経済産業大臣に伺いた

い。 

・放送事業者に対して産業競争力強化法に基づく特定事

業再編計画の認定が行われたが、これは放送事業経営

の安定化には寄与するが、新陳代謝にはつながらない

のではないか。 

・中小企業版の「競争力強化法」案は、中小企業の新陳

代謝を目的としていると考えるが、林経済産業大臣の

見解を伺いたい。 

 

伊 東 信 久君（おおさか） 

・子宮頸がん予防ワクチンによる副反応の原因究明の進

捗状況について、伺いたい。 

・子宮頸がん検診の精度向上に向けた取組状況及び健診



 

本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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結果のクラス判定の在り方について、塩崎厚生労働大

臣の所見を伺いたい。 

・遠隔医療についての解釈の明確化又は法改正等を行う

べきと考えるが、検討状況について塩崎厚生労働大臣

の所見を伺いたい。 

 

鈴 木 義 弘君（結集） 

・大企業が海外で得た利益が国内の中小企業に還流され

ていない現状を改めるため、税制等を見直すべきと考

えるが、麻生財務大臣及び林経済産業大臣の見解を伺

いたい。 

・海外活動の比率や受取配当金の大きい企業ほど税額控

除が大きく、大企業優遇になっていると考えられるこ

とについて、麻生財務大臣の見解を伺いたい。 

 

 


